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～わくわく にこにこ どんどん～」
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２０２１年がスタートしました。今年もよろしくお願い
いたします。１月１４日（木）全校児童６８人が全員
元気に戻ってきてくれました。冬休み明け集会で養
護教諭の田中先生が「子どもたちも先生方もみん
な元気に今日の日を迎えられたことが何よりも嬉し
い。」と話しましたが，本当にそう思います。ご家庭
での様々なご配慮に心より感謝申し上げます。
さて，冬休み明け初日，歩道橋の前で登校を見

守っていると，送って来てくださった車がＪＡ倉庫前で
スムーズにＵターンできることに爽快感を覚えました。
実は，１月１２日（火）に，畠登さんが，２時間かけ
てＪＡ倉庫前と学校に上る坂道をきれいに除雪してく
ださったため，安全な登下校に繋がりました。学校
は，本当に保護者の皆様や地域の方々のおかげ
で成り立つことを改めて感じた日でした。本当に，心
より感謝申し上げます。
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「 第４回 能代市立図書館を使った調べる学習コ

ンクール」優良賞。１１月の学習発表会の際，自分

の得意なこととして「調べ学習」を挙げていた原田

さん。今回は，「原田五右衛門～浅内に松を植えた

人～」と題して作品を仕上げた。きっかけとなった

のは，６月３０日「浅内活性化プロジェクト」浅野

士郎先生のご講話。浅野先生より，原田五右衛門さ

んの説明があり，同じ名字だということで親近感を

もった原田さんは，夏休みに能代市立図書館におい

て調べ学習を行い，今回の受賞に至った。市立図書

館長は，「調べた内容やまとめ方が素晴らしく，も

っと
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もっと力を発揮できる

子どもさんだ」と感心

していた。調べること

は決して派手ではな

く，とても根気のいる

学びだが，それを最後

まで成し遂げた原田さ

んの底力に感心する。

「保健推進優良児童」（能代市山本郡の児童16
名選出）に選ばれた越後さん。この賞は，学校保

健活動のリーダーとして活躍したり，日常の保健

活動等の実践に継続的に取り組んだりするなど，

その実践が高く評価される児童に授与される。越

後さんは，ミニバスや業間活動において目標をも

って努力していることや，健康委員会の委員長と

してのリーダーシップ，歯科検診で全てが健全歯

であるなど健康診断においても良好な状態を保っ

ていること等により，今回の受賞に至った。小学

校を卒業してからも，スポーツで活躍できるため

には何が大切かを考えて生活しているように感じ

る。「健全なる精神は

健全なる身体に宿る」

越後さんの友達に対す

る優しさを見ている

と，その言葉を思い出

す。
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１ マスクをいただきました！
学校薬剤師の武田博之様（ぽんぽこ薬局）よ

り，マスク（３０枚入り）を１００箱いただき
ました。児童に一箱ずつ配付いたしましたが，
これは，忘れてしまったときや，汚したときの
ために，学校保管とさせていただきます。

２ 今年度のまとめの時期となりました！
「特認校」として，より「開かれた学校」を目指すため，
保護者の皆様や地域の皆様に，来校いただき，ご相談申し上げたい
ことがございますので，それに関わる日程を予めお知らせいたします。
正式には，後日ご案内いたしますが，日程を調整いただければと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

日にち 名 称 対象者 内 容

２月１９日（金）ＰＴＡ役員会 ・ＰＴＡ執行部 ・ＰＴＡ組織に関わること
１８：００～ ・ＰＴＡ学年部長 ・「特認校」に向けてのお願い

２月２６日（金）学年末ＰＴＡ ・全保護者 ・全体会において，２月１９日に話し
１４：００～ 合われたことを説明する。

３月２日（火） 同窓会入会式 ・同窓会役員の皆様 ・６年生による同窓会入会式
１４：００～

３月２日（火） 学校運営協議委員 ・学校運営協議委員 ・浅内ロケット団組織に関わること
１５：３０～ 打ち合わせ ・「特認校」に向けてのお願い

３月２４日（水）浅内ロケット団 ・ＰＴＡ役員 ・ＰＴＡ委員会終了後，学校，保護者，
１８：００～ 熟議 ・学校運営協議委員 地域の合同組織編成と，Ｒ３年度の

・浅内小応援隊 計画についての話合い。
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胸に「ＡＳＡＮＡＩ」を抱き，本校ミニバス部は

秋季大会３位。田沢湖大会第４位。夏の暑い中で

も，冬の吐く息が白い体育館でも，ずっと練習を続

けてきた。そして，結果を残した。田沢湖大会で

は，主将の大塚さんが「優秀選手賞」を受賞し，５

年生の平川さんに歴史のバトンを引き継いだ。大塚

さんは「キャプテンということがプレッシャーにな

ることもあると思うが，その役目を楽しんでほし

い。」と話し，「僕は今終わるにあたって本当に楽

しかった。」と笑った。「仲の良いチームを作りた

い！」と意気込む，新キャプテン平川さんに，チー

ムメートの保坂さんは「絶対いいキャプテンになる
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校報「あさない」№５で弟がピアノコンクール

で最優秀賞に輝いたことを紹介したが，兄もすご

いとの噂を聞き，教務主任の嶋田先生が「ピアノ

ができる子どもに校歌を弾いてもらってはどう

か」と提案。早速楽譜を渡すと，あっという間に

仕上げ，冬休みに入る少し前「いつでも大丈夫で

す」と。そこで，「冬休み前集会」と「冬休み明

け集会」において，野沢さんの伴奏で「校歌斉

唱」。ピアノが全く得意ではない私でさえ，一音

目からその素晴らしさはよく分かった。その日，

取材に入っていた魁新報社の記者も野沢さんの伴

奏に聞き惚れ「子どもが校歌の伴奏をあんなに上

手に弾い

ているのを初めて

見ました！」と興

奮して話してくだ

さった。野沢さん

のおかげで鼻が高

かった。
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と思う。」と熱いエ

ールを送った。密に

ならないように準備

した浅内カラーの緑

のバトンは，しっか

りと次の時代に引き

継がれた。
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